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NEWS高森町のあれこれ
▼新入学児童代表で藤本町長からランドセルを受け取る河﨑くん。

新入学児童ランドセル贈呈式
お気に入りのランドセル
　3 月 3 日に高森総合センター
で「新入学児童ランドセル贈呈式」
が行われました。藤本町長が新入
学児童代表の河﨑駿くん（河原・
黒岩）にランドセルを手渡した後、
阿南楓さん（草部・社倉）が「大
切に使いいっぱい勉強します」と
感謝の言葉を述べました。また、
町社会福祉協議会から黄色の傘も
贈られました。

高森保育園「バイキング給食」
年に１度のお楽しみ
　3月 17日に高森保育園で恒例の「バイキング給食」が
行われました。年に 1度のお楽しみとあって、園児たち
は食べる前から大はしゃぎ。テーブルにずらりと並んだ
からあげやエビフライをうれしそうにお皿にとっていま
した。ごちそうをほおばる園児たちは満面の笑みを浮か
べていました。

▼園児たちは料理をお皿いっぱい盛っていました。 高森中央小学校「体験入学」
５年生が学校生活を説明
　3月 4日に高森中央小学校で新入学生を招いての「体験
入学」が行われました。これは、入学を前に学校生活を知っ
てもらおうと開かれたもので、高森幼稚園、高森保育園、
色見保育園の年長児 46人が参加。5年生 48人がゲームな
どを取り入れた楽しい企画でたてわり班や図書館などを紹
介しました。

▲学校行事などをわかりやすく説明していました。
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NEWS高森町のあれこれ
▼先生から花を受け取り体育館から退場する高森中学校卒業生。

町内小・中学校で卒業式
明るい未来へ新たな旅立ち
　3 月 16 日に高森中学校と高森
東中学校で、3 月 24 日に高森中
央小学校と高森東小学校でそれぞ
れ卒業式が行われました。今年度
の卒業生は高森中央小学校 36人、
高森東小学校 5 人、高森中学校
71 人、高森東中学校 11 人です。
高森中学校の卒業式では、一人ひ
とりに卒業証書が手渡され、最後
に卒業生全員で別れの歌を歌いま
した。

高森中学生と高森保育園児が音楽交流
園児たちが琴の音色を楽しむ
　3月 18日に高森中学生と高森保育園児が音楽交流を行
いました。選択音楽の 2年生 9人がさくらさくらなど 4
曲を演奏。その後、森のくまさんをいっしょに歌ったり、
音楽に合わせた手遊びなどで交流を図りました。園児た
ちは中学生のおねえさんたちと楽しいひとときを過ごし
ました。

▼園児たちは初めて聞く琴の音色に聞き入っていました。 大豆100粒運動絵画コンクール
高森中央小学校３年生から５人が入賞
　「大豆 100 粒運動絵画コンクール」で高森中央小学校 3
年生 5人が入賞しました。コンクールには、総合的な学習
の時間で大豆の栽培に取り組んできた 3年生 46人が出展。
全国から294人の出展があった中、金賞に1人、銀賞に2人、
銅賞に 2人が選ばれました。表彰状は 3月 4日にＪＡ阿蘇
青壮年部から手渡されました。

▲金賞に選ばれた住吉貴美香さんなどに表彰状が贈られました。
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南阿蘇鉄道トロッコ列車発車式
今年も元気に出発進行！
　南阿蘇鉄道のトロッコ列車が今シーズンの運行を開始し
ました。3月 1日に高森駅で行われた発車式には、高森幼
稚園児など約 40人が参加。園児 4人がくす玉を割り、藤
本梢吾くん（高森・下町）と古澤敬一高森駅長が出発を合
図しました。トロッコ列車は、11月 30 日までの土、日、
休日と春・夏休み期間中毎日運行します。

▲園児たちは間近で見るトロッコ列車に大はしゃぎしていました。

高森幼稚園卒園記念植樹体験会
中岳登山道に山桜の苗木を植樹
　3月 16 日に「高森幼稚園卒業記念植樹体験会」が行わ
れました。これは、卒園を記念し山に緑を残そうと行われ
たもので、年長児 17 人が中岳登山道に山桜の苗木 20 本
を植樹。1本 1本ていねいに植えた苗木は 3月のやわら
かな風に揺られていました。園児たちにとって一生の思い
出となりました。

▲最後に全員で記念写真を撮りました。

白龍旗争奪中学生選抜剣道大会
高森中学校男子剣道部が初優勝
　2月 14日と 15日に菊池市総合体育館で「白龍旗争奪中
学生選抜剣道大会」が行われ、高森中学校男子剣道部が初
優勝を飾りました。予選リーグを勝ち抜いた高森中学校男
子剣道部は、決勝トーナメントも順当に勝ち上がり、決勝
戦で玄洋中学校（福岡県）と対戦し、4対 0で勝利。見事
九州ナンバーワンに輝きました。

平成 20 年度自衛隊入隊者壮行会
力強い決意で入隊
　3月 4日に「平成 20 年度自衛隊入隊者壮行会」が役場
で開かれました。入隊者紹介の後、藤本町長や二子石文雄
父兄会高森支部長から激励の言葉が送られ、入隊者が力強
く決意を表明しました。今年度の入隊者は宇藤康平さん（高
森・天神）で、4月 12 日に武山駐屯地陸上自衛隊少年工
科学校に入隊します。

▼見事初優勝を飾った高森中学校剣道部。

▼写真左から2人目が宇藤くん。
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期限内に納付でき
なかった場合には

●�熊本県内等での振り込め詐欺の発
生状況

　熊本県内では、振り込め詐欺被害
が急増し、2月末現在で被害が 24件、
被害額が 6 千万円を超えています。
　高森警察署管内においても、振り
込め詐欺の電話等が多発しており、
実際に被害も発生しています。
●振り込め詐欺（4 種類）の手口
　①�オレオレ詐欺の場合（被害年齢層：

50 歳代以上に多発）
　☆対策
　　�「携帯が変わった」「ＡＴＭ」と聞
いたら詐欺と思い相談を。

　②�還付金詐欺の場合（被害年齢層：
50 歳代以上に多発）

　☆対策
　　�電話による還付金等の通知はあ
りません。

　③�融資保証金詐欺の場合（被害年
齢層：30 〜 50 歳代に多発）

　☆対策
　　�融資を受ける前の送金はありま
せん。

　④�架空請求詐欺の場合（被害年齢
層：若年層に多発）

　☆対策
　　�ハガキなどが来ても無視し、相
談を。

振り込め詐欺が
多発

火の取り扱いに
ご注意を！
　春先は空気が乾燥し、風の強い
日が多くなり、火災が発生しやすい
季節となります。枯れ草や枯れ枝に
ひとたび燃え移ると、延焼が拡大し
山火事へと発展して、危険性がとて
も高くなります。このことは私たち
一人ひとりが火の取り扱いに十分注
意することで、未然に防止できるこ
とでもあるのです。
火災を発生させないために…
●�火から離れるときは必ず消して離
れる。
●�風の強い日や乾燥しているときは
たき火や火入れをしない。
●�タバコの火はきちんと消し、絶対
にポイ捨てはしない。

●火遊びは絶対にしない。
●�火災が発生しやすい場所での火気
の取り扱いに注意する。
●火の元の確認を。
消防署に届出が必要なこと
�１．野焼き（届出が必要）
２．�枯れ草、枯れ枝等の焼却（消防
署に電話で連絡）

３．�煙殺虫剤の使用（消防署に電話
で連絡）

４．�他から見て火災と思われる行為
（消防署に電話で連絡）

■お問い合わせ先
　阿蘇広域消防本部南部分署
　℡６２- ９０３４

■お問い合わせ先
　阿蘇税務署
　℡0967- 22 -0551

■お問い合わせ先
　高森警察署
　℡６２- ０１１０

　国税を期限内に納付できなかっ
た場合は、延滞税を併せて納付し
なければならないだけでなく、財産
差押え等の滞納処分を受ける場合
もあります。
　まだ納付がお済みでない方は、
早急に、最寄りの金融機関で納付
を済ませるか、納付できない事情
がある場合には、お早めに阿蘇税
務署にご相談ください。
　なお、期限を過ぎて納付される
場合は、延滞税の計算があります
から、阿蘇税務署にご連絡くださ
い。
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国民年金だより

じんけん人権
住じ

ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

　厚生年金に加入していた方が退職（失業）されると、市区町村役場で国民年金の第一号被保険者になるための手
続きを行い、保険料を納めることになります。
　ただし、保険料を納めることが経済的に困難な方には、申請によって保険料の納付を免除される制度があります。
　免除制度を利用されると、保険料を納めなくとも、免除された期間は次のように扱われることになっています。
①老齢基礎年金・老齢厚生年金の受給資格期間の 25 年にカウントされます。②老齢基礎年金の 3分の 1（平成
21年度から、3分の1を 2分の1に引き上げるための法律案が国会に提出されています）の年金額が保障されます。
③障害基礎年金・遺族基礎年金の受給資格期間にカウントされます。
退職（失業）時の特例免除制度
　また、免除申請する年度またはその前年度に退職（失業）した方は、特例免除制度を利用することができます。
この特例免除では、通常は審査の対象となるご本人の所得の状況を除外して審査が行われます。ただし、配偶者、
世帯主に一定以上の所得があるときは免除が認められないことがあります。
手続き
　特例免除の申請には、住民票のある市区町村役場へ「国民年金保険料免除申請書」を提出（郵送可）する必要が
あります。（申請書は市区町村役場または社会保険事務所にあります）
　手続きに必要なものは、①年金手帳または納付書など基礎年金番号がわかるもの、②認め印（本人が署名する場
合は不要）、③失業していることを確認できる公的機関の証明の写し（雇用保険受給資格者証、離職票等）となっ
ています。
　なお、配偶者、世帯主が退職された場合もこの特例免除の対象となります。

■お問い合わせ先　熊本東社会保険事務所　℡０９６- ３６７- ２５００

退職（失業）による特例免除制度をご利用ください。

え
せ
同ど

う

和わ

行こ
う

為い

に
つ
い
て

　
「
え
せ
同ど

う
　
わ
　
こ
う
　
い

和
行
為
」
と
い
う
言こ

と

葉ば

は
、
１
９
８
６
年ね

ん

（
昭し

ょ
う

和わ

61
年ね

ん

）
の
地ち

域い
き

改か
い

善ぜ
ん

対た
い

策さ
く

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

意い

見け
ん

具ぐ

申し
ん

を
も
と
に
、
法ほ

う

務む

省し
ょ
う

が
つ
く
っ
た
行ぎ

ょ
う

政せ
い

用よ
う

語ご

で
、
同ど

う

和わ

問も
ん

題だ
い

を
口こ

う

実じ
つ

に
し
て
「
図と

書し
ょ

等と
う

物ぶ
っ

品ぴ
ん

購こ
う

入に
ゅ
う

の
強き

ょ
う

要よ
う

」「
協き

ょ
う

力り
ょ
く

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

（
下し

た

請う

け
）
へ
の
参さ

ん

加か

強き
ょ
う

要よ
う

」
な
ど
不ふ

当と
う

な
利り

益え
き

を
要よ

う

求き
ゅ
う

し
た
り
義ぎ

務む

の
な
い
こ
と
を
求も

と

め
た
り
す
る

行こ
う

為い

で
す
。

　

機き

関か
ん

紙し

や
図と

書し
ょ

の
購こ

う

入に
ゅ
う

は
自じ

由ゆ
う

で
す
が
、
必ひ

つ

要よ
う

で
な
い
も
の
だ
っ
た
り
、
迷め

い

惑わ
く

に
感か

ん

じ
た
ら
、
恐お

そ

れ
ず
、
挑ち

ょ
う

発は
つ

に
乗の

ら
ず
、
冷れ

い

静せ
い

に
対た

い

処し
ょ

し
ま
し
ょ
う
。

◆
個こ

人じ
ん

の
対た

い

応お
う

・�

こ
わ
が
ら
ず
、
あ
わ
て
ず
、
ゆ
っ
く
り
、
て
い
ね
い
に
対た

い

応お
う

し
、
相あ

い

手て

方か
た

の
氏し

名め
い

、

住じ
ゅ
う

所し
ょ

、
団だ

ん

体た
い

名め
い

を
確か

く

認に
ん

し
て
く
だ
さ
い
。

・�

購こ
う

入に
ゅ
う

し
な
い
な
ら
、
あ
い
ま
い
な
返へ

ん

事じ

や
「
後あ

と

で
返へ

ん

事じ

す
る
」
と
い
う
よ
う
な
答こ

た

え
方か

た

で
は
か
え
っ
て
混こ

ん

乱ら
ん

が
生し

ょ
う

じ
ま
す
。
不ふ

当と
う

な
要よ

う

求き
ゅ
う

に
は
毅き

然ぜ
ん

た
る
態た

い

度ど

で
断だ

ん

固こ

拒き
ょ

否ひ

し
て
く
だ
さ
い
。

・「
不ふ

当と
う

な
も
の
は
い
り
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り
と
断こ

と

り
ま
し
ょ
う
。

◆�

啓け
い

発は
つ

ビ
デ
オ
「
え
せ
同ど

う
　
わ
　
こ
う
　
い

和
行
為
の
排は

い

除じ
ょ

の
た
め
に
」
の
貸か

し
出だ

し
も
行お

こ
な

っ
て
い
ま

す
の
で
ご
利り

用よ
う

く
だ
さ
い
。

◆
次じ

回か
い

は
企き

業ぎ
ょ
う

等と
う

対た
い

応お
う

に
つ
い
て
お
知し

ら
せ
し
ま
す
。

※
「
え
せ
同ど

う
　
わ
　
こ
う
　
い

和
行
為
」
に
つ
い
て
は
、
役や

く

場ば

ま
た
は
警け

い

察さ
つ

へ
ご
連れ

ん

絡ら
く

く
だ
さ
い
。
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障
が
い
の
あ
る
方
の
職
業
訓
練
を
左
記
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
技
能
資
格
取
得
科

○�

対
象　

身
体
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
、
発

達
障
が
い
者

○
定
員　

８
人

○
内
容

　

・�

パ
ソ
コ
ン
の
仕
組
み
や
基
礎
知
識
取
得
、
ブ

ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
の
継
続
的
訓
練
。

　

・�

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
テ
キ
ス
ト
と
ド
リ
ル

に
て
資
格
試
験
対
策
に
必
要
な
基
礎
を
習
得
。

　

・�

資
格
想
定
問
題
を
解
き
、
理
解
で
き
て
い
な

い
と
こ
ろ
を
確
認
し
な
が
ら
、
資
格
取
得
に

挑
戦
。

　

・�

職
場
の
多
様
な
要
請
に
対
し
て
、
取
得
し
た

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
や
実
務
知
識
を
活
か
し
、

職
場
の
効
率
化
に
貢
献
で
き
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
か
し
て
情
報
収
集
や
分
析
活
用
の
訓

練
を
実
施
す
る
。

○
教
材
費　

９
，
０
０
０
円

○
募
集
期
間　

４
月
10
日
（
金
）
ま
で

○
訓
練
期
間　

５
月
８
日（
金
）〜
７
月
31
日（
金
）

○�

場
所　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
イ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
く
ま
も
と
（
熊
本
市
水
前
寺
）

※
駐
車
場
有
り
（
有
料
）

食
品
仕
分
け
加
工
科

○�

対
象　

身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・
精

神
障
が
い
者
・
そ
の
他
発
達
障
が
い
者
・
難
病

等
○
定
員　

５
人

○�

内
容　

食
品
の
仕
分
け
作
業
及
び
食
品
の
加
工

（
包
装
・
箱
詰
め
）

○
募
集
期
間　

４
月
10
日
（
金
）
ま
で

○
訓
練
期
間　

５
月
８
日（
金
）〜
７
月
31
日（
金
）

○
場
所　
（
株
）
共
同
運
輸
（
合
志
市
栄
）

※
駐
車
場
有
り
（
無
料
）

リ
ネ
ン
類
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科

○�

対
象　

知
的
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
、
発

達
障
が
い
者

○
定
員　

２
人

○�

内
容　

リ
ネ
ン
類
（
シ
ー
ツ
、
枕
カ
バ
ー
、
浴

衣
な
ど
）の
仕
分
け
作
業
。タ
オ
ル
類
の
た
た
み
。

○
募
集
期
間　

４
月
10
日
（
金
）
ま
で

○
訓
練
期
間　

５
月
８
日（
金
）〜
６
月
30
日（
火
）

○�

場
所　
（
株
）
白
屋
リ
ネ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
熊
本
市

上
熊
本
）

※
駐
車
場
な
し

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

　

℡
０
９
６-

３
７
８-

０
１
２
１

高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

和
61
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
調
査
で
す
。
今

年
は
全
国
で
約
５
万
世
帯
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

調
査
票
の
配
布
は
５
月
下
旬
か
ら
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
世
帯
の
名
簿
を
作
成
す

る
た
め
、
４
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問
い
た
し

ま
す
。
調
査
員
が
世
帯
主
の
お
名
前
と
世
帯
の
人

数
を
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

調
査
員
は
こ
の
調
査
の
期
間
中
、
都
道
府
県
知

事
（
市
長
・
区
長
）
に
任
命
さ
れ
た
地
方
公
務
員

と
し
て
調
査
活
動
に
あ
た
っ
て
お
り
、
訪
問
の
際

は
、
任
命
者
が
発
行
し
た
調
査
員
証
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
場
合
に

は
、
統
計
法
の
罰
則
規
定
に
よ
り
懲
役
ま
た
は
罰

金
に
処
す
な
ど
、
そ
の
秘
密
は
厳
し
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
お
応
え
く
だ
さ
い
。

　

調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
保
健
所

　

℡
０
９
６
７-

３
２-

０
５
３
５

　

日
本
学
士
院
公
開
講
演
会
が
熊
本
で
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
刑
法
に
対
す
る
熊
本
県
人
の
貢
献

や
裁
判
員
制
度
と
の
関
係
、
ク
ロ
ー
ン
食
品
の
安

全
性
や
ク
ロ
ー
ン
技
術
を
使
っ
た
動
物
保
護
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

○�

日
時　

５
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
午
後
４

時
10
分

○
場
所　

県
民
交
流
館
パ
レ
ア

○
内
容

　

・�「
熊
本
と
刑
法
」
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
松

尾
浩
也
会
員
（
熊
本
県
出
身
）

　

・�「
ク
ロ
ー
ン
動
物
生
産
技
術
の
有
効
利
用
」

京
都
大
学
名
誉
教
授
・
入
谷
明
会
員

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
企
画
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
０
１
９

　

こ
の
た
び
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
区
に
、「
平

成
21
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
は
、

統
計
法
（
平
成
19
年
法
律
第
53
号
）
に
基
づ
く
基

幹
統
計
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
の
施

策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭

日
本
学
士
院
第
50
回
公
開
講
演

会
開
催

平
成
21
年
国
民
生
活
基
礎
調
査

へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
し

た
職
業
訓
練
生
の
募
集
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阿
蘇
地
域
で
は
、
休
日
夜
間
の
救
急
医
療
に
つ

い
て
左
記
の
病
院
が
輪
番
制
に
よ
り
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

内
科
ま
た
は
外
科
の
い
ず
れ
か
を
毎
日
３
病
院

が
担
当
し
て
い
ま
す
の
で
、
当
日
の
診
療
科
目
等
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
阿
蘇
立
野
病
院
（
南
阿
蘇
村
立
野
１
８
５-

１
）

　

℡
６
８-

０
１
１
１

・
阿
蘇
中
央
病
院
（
阿
蘇
市
黒
川
１
１
７
８
）

　

℡
０
９
６
７-

３
４-

０
３
１
１

・
阿
蘇
温
泉
病
院
（
阿
蘇
市
内
牧
１
１
５
３-

１
）

　

℡
０
９
６
７-

３
２-

０
８
８
１

・
小
国
公
立
病
院
（
小
国
町
宮
原
１
７
４
３
）

　

℡
０
９
６
７-

４
６-

３
１
１
１

　

本
町
の
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
栗
焼
ケ
サ
ユ

さ
ん
（
野
尻
・
河
地
）
と
瀬
井
公
吉
郎
さ
ん
（
高
森
・

森
）
で
す
。

　

自
衛
官
志
望
者
へ
の
情
報
の
提
供
や
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

栗
焼
ケ
サ
ユ
さ
ん
（
℡
６
５-

０
５
７
４
）

　

瀬
井
公
吉
郎
さ
ん
（
℡
６
２-

２
７
４
９
）

自
衛
官
募
集
相
談
員

渡辺眞佐末（矢津田・赤羽根）

　渡辺眞佐末さんが熊本県農林水産業功労者表彰を受
賞しました。渡辺さんは、50 年の長きにわたり阿蘇
地域の民有林の森林整備に従事するとともに、早くか
ら林業従事者育成対策の必要性を認識し、森林整備作
業技術の指導、森づくり活動の社会的意義等の教育に
取り組むなど、後継者育成に尽力されたことが評価さ
れ今回の受賞となりました。

高森町水道ビジョン答申

熊本県農林水産業
功労者表彰受賞

休
日
夜
間
に
お
け
る
病
院
群
輪

番
制
病
院
運
営
事
業

　

お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
鯉
の
ぼ
り

は
、
大
空
に
雄
々
と
泳
が
せ
た
い
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
次
の
よ
う
な
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・�

鯉
の
ぼ
り
は
、
電
線
か
ら
十
分
に
離
れ
た
と
こ

ろ
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

・�

鯉
の
ぼ
り
の
ポ
ー
ル
を
立
て
る
と
き
や
倒
す
と

き
は
、
電
線
に
ふ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

万
一
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、

危
険
で
す
か
ら
自
分
で
取
ら
ず
に
、
九
州
電
力

大
津
営
業
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
電
力
株
式
会
社
大
津
営
業
所

　

℡
０
１
２
０-
９
８
６-

６
０
２

鯉
の
ぼ
り
は
電
線
に
ふ
れ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

　策定審議会による3回の協議を経て、3月19日に「高
森町水道ビジョン」が芹口誓彰策定審議会会長から藤
本町長に答申されました。水道ビジョンとは、厚生労
働省が平成 16 年 6月に今後の水道に関する重点的な
政策課題とその課題に対応するための具体的な施策お
よびその方策、行程等を包括的に示すものとして策定
したもので、安心・安全で安定した水の供給を目指
し、平成20年度からの10年間の事業展開や事業内容、
将来に向けた更新計画などを記載しています。高森町
水道ビジョンは建設課で自由に閲覧できます。

▲�写真左が瀬井さん、右が栗焼さん
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

で
お
困
り
の
方
々
か
ら
の
ご
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

借
り
入
れ
の
状
況
等
を
お
聞
き
し
、
債
務
整
理

方
法
等
の
情
報
提
供
、
法
律
相
談
窓
口
の
紹
介
等

を
行
い
ま
す
。

　

お
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○�

対
応
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午
及
び
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

○
費
用　

無
料

○�

場
所　

九
州
財
務
局
（
熊
本
市
二
の
丸
１
番
２

号
）

○
専
用
電
話　

℡
０
９
６-

３
５
１-

０
１
５
０

　

講
演
会
や
研
修
を
開
催
し
た
い
け
ど
テ
ー
マ
が

決
ま
ら
な
い
…
そ
ん
な
と
き
は
経
済
・
財
政
・
金

融
等
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
九
州
財
務
局

が
無
料
で
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

○
内
容

　

・�

景
気
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
（
熊
本
経
済

の
現
状
と
見
通
し
）

　

・�

国
の
財
布
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？
（
財
政

の
現
状
と
課
題
）

　

・�

金
融
経
済
教
育
（
多
重
債
務
・
振
り
込
め
詐

欺
問
題
、
金
融
取
引
の
基
礎
的
知
識
な
ど
）

　

・�

財
政
投
融
資
っ
て
？
（
生
活
に
活
か
さ
れ
る

財
政
投
融
資
）

　

・�

国
有
財
産
は
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る

の
？
（
国
有
財
産
の
利
用
状
況
等
）

※�

そ
の
ほ
か
の
内
容
に
つ
い
て
も
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。

○
開
催
日　

原
則
平
日（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

○
費
用　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
財
務
局
総
務
部
財
務
広
報
相
談
官

　

℡
０
９
６-

３
５
３-

６
３
５
１

　

九
州
財
務
局
の
「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」
で
は
、

消
費
者
金
融
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
借
金
の
返
済

講
師
を
派
遣
し
ま
す

　

熊
本
県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、
交
通
事
故
の

損
害
賠
償
の
内
容
、
賠
償
額
の
算
定
基
準
、
示
談

の
仕
方
、
自
賠
責
保
険
の
請
求
方
法
等
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、

相
談
内
容
等
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○�

日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
振
替
休
日
・

年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
正
午

及
び
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

○�

場
所　

熊
本
県
交
通
事
故
相
談
所
（
県
庁
行
政

棟
本
館
２
階
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
交
通
事
故
相
談
所

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
９
５

○�
目
的　

こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交
通
安
全

思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
る
と
と
も
に
、
県
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通

環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

○�

期
間　

４
月
６
日
（
月
）
か
ら
15
日
（
水
）
ま

借
金
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

交
通
事
故
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

平
成
21
年
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動

で
の
10
日
間

○
主
唱　

熊
本
県
交
通
安
全
推
進
連
盟

○�

運
動
の
重
点　

新
入
学
児
童
等
に
対
す
る
交
通

ル
ー
ル
の
理
解
と
交
通
マ
ナ
ー
の
習
慣
付
け
が

重
要
課
題
と
な
る
と
と
も
に
、
本
格
的
な
高
齢

社
会
へ
の
移
行
に
伴
う
高
齢
者
の
交
通
事
故
情

勢
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め
、「
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本
と
す

る
ほ
か
、
以
下
の
項
目
を
重
点
と
す
る
。

　

・�

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

○�

県
下
一
斉
ア
ピ
ー
ル
の
日　

４
月
10
日
（
金
）

を
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
と
し
て
、

交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
を
県
下
一
斉
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、「
交
通
安
全
の
日
」
の
活

動
を
推
進
し
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
。



101111 Public Information

　

人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
国
家
公
務
員
中
途

採
用
者
選
考
試
験
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）
を
実

施
し
ま
す
。

○�

受
験
資
格　

昭
和
44
年
４
月
２
日
〜
昭
和
55
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

○�

受
付
予
定
期
間　

６
月
23
日（
火
）〜
30
日（
火
）

○
１
次
選
考　

９
月
６
日
（
日
）

○�

受
験
案
内
等
の
請
求
方
法　

返
信
用
封
筒
（
角

型
２
号
・
Ａ
４
判
、
１
４
０
円
分
の
切
手
貼
付
、

あ
て
先
及
び
「
中
途
採
用
」
明
記
）
を
同
封
し

た
封
筒
に
、「
中
途
採
用
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

下
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
５
月
中
旬
配
布
予
定

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

℡
０
９
２-

４
３
１-

７
７
３
３

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考

試
験
日
程（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）

や
っ
ぱ
り
な
ァ　

お
茶
が
美
味
し
い
阿
蘇
の
水	

後
藤　

愛
子

予
想
外　

丸
損
し
と
る
宣
伝
費	

林　
　

不
忘

怪
我
の
功
名　

株
買
う
融
資
断
ら
れ	

渡
辺　

雲
海

舞
台
裏　

ウ
ド
ン
掻
き
込
む
内
蔵
之
助	

馬
原　

馬
笑

予
想
外　

生
き
生
き
し
と
る
左
遷
先	

後
藤　

信
子

や
っ
ぱ
り
な
ァ　

贈
収
賄
の
見
え
隠
れ	

佐
楢
見
乱
坊

大
風
呂
敷　

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
は
俺
が
庭	

桐
原　

白
酔

怪
我
の
功
名　

違
反
で
知
っ
た
免
許
切
れ	

佐
藤
多
可
雄

予
想
外　

財
布
は
ま
っ
で
薬
入
れ	

松
山
キ
ヨ
子

や
っ
ぱ
り
な
ァ　

世
襲
に
は
秘
書
さ
せ
て
あ
る	

岡
本　

琴
司

怪
我
の
功
名　

オ
ペ
し
た
医
者
と
ハ
ネ
ム
ー
ン	

浦
塚　

南
天

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

青
空
に
枝
を
広
げ
て
こ
ぶ
し
咲
く	

内
田　

フ
ミ

皺
の
手
と
固
き
握
手
や
春
炬
燵	

桐
原　

寿
子

風
に
乗
り
桜
前
線
動
き
初
め	

林　
　

久
恵

輝
き
を
増
し
冠
雪
の
阿
蘇
晴
る
る	

山
村
ふ
み
子

雛
飾
る
娘
は
遠
き
京
住
ま
ひ	

古
庄　

泰
子

沈
丁
花
ふ
と
祖
母
の
こ
と
母
の
こ
と	

平
田
ル
リ
子

鳴
る
釜
や
床
に
一
ト
枝
初
桜	

松
岡　

典
子

手
作
り
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
胸
に
卒
業
す	

馬
原　

要
子

老
女
ら
と
歌
声
揃
え
春
よ
来
い	

岩
下　

扶
美

ほ
お
ば
り
し
苺
大
福
お
か
め
顔	

青
木
千
賀
子

歌
詠
み

●
●
卯
月

俳
　
　
句
（
高
森
菜
の
花
句
会
）

　

高
森
商
店
会
で
は
、
高
森
商
店
街
の
活
性
化
と

地
域
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

　

１
セ
ッ
ト
５
０
０
円
券
12
枚
（
６
，０
０
０
円
）

を
５
，
０
０
０
円
で
販
売
し
、
４
０
０
セ
ッ
ト
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
５
月
１
日
（
金
）
か

ら
５
月
31
日
（
日
）
ま
で
高
森
商
店
会
参
加
店
で

販
売
し
ま
す
。（
売
切
れ
次
第
終
了
）

○
有
効
期
限　

５
月
１
日（
金
）〜
８
月
31
日（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
商
店
会
（
高
森
町
商
工
会
内
）

　

℡
６
２-

０
２
７
４

高
森
商
店
会
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
発
行

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
草
部
総
合
セ
ン
タ
ー
（
旧

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）
の
用
途
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
４
月
１
日
か
ら
旧
草
部
保
育
園
跡
地
に

新
し
く
草
部
総
合
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

草
部
総
合
セ
ン
タ
ー
（
旧
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
）
の
用
途
廃
止

▲�用途廃止した草部総合センター
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健康講座
H e a l t h y  c o u r s e

食べ物と健康
　食べ物や飲み物は生きていくためには欠かせないものですが、食べる量やバラン
スにより人の健康に大きく影響してきます。
　健診の血液検査値と基準値を比較して、高い場合・低い場合どんな病気と関係が
あるのか下表の矢印をたどってみましょう。

①�健診のどこの項目にＨ（高）
L（低）印がついていますか。
このままだとどんな病気にな
るの？

②�なぜこの物質が多い（少ない）
のか、その背景は？

③自分の食べ方を見て下さい。

��＊���血糖や血圧・中性脂肪・尿酸等高い状態が長く続くと脳や心臓・腎臓の血管が傷み脳梗塞や脳出血・心筋梗塞・慢性腎不全等の血
管病になりやすい。

＊＊ �40歳代の人が通勤、仕事などで２時間程度の歩行や乗車、接客、家事等立位での業務の他、大部分は座位での事務、談話などを
している場合に必要な食べる量。

③自分の食べ方と比較してみましょう。

　下表は健康な40歳代の生活活動強度Ⅱの人が１日に食べる（必要な）食品の基準量です。
　�血糖や中性脂肪等健診データーに高低がある人はそれに合わせて食べる量も加減が必要になります。
　�バランス食：人間の体をよい状態に保つために考えられた基準の食品とその量です。
　�１群：良質なたんぱく質　　２群：主にたんぱく質　　３群：ビタミン・微量栄養素・食物繊維　　４群：炭水化物・脂質
食品群 １群 ２群 ３群 ４群

調味料
（塩分）食品 乳

乳製品 卵 魚 肉 豆
豆製品

緑黄色
野菜

淡色
野菜 果物 いも類きのこ類 海藻類 砂糖 油脂

ご飯を食べるとしたら

ごはん類アルコール 菓　子飲み物

基準量
ｇ 200 50 50 50 110 150 250 80㎉

厳守 100 50 50 20 18 550
飲食した時はご
飯の量を減ら
す。ビール 350
㏄または饅頭1
個でご飯軽く1
杯減らす。

10
以下

目　安 牛乳１
本 Ｍ１個 鮭１/２

切
豚肉薄
切２枚

木綿
とうふ
1/4丁

両手１
杯の生
野菜

両手２
杯の生
野菜

みかん
中２個

じゃが
いも中
１個

えのき
たけ小
1/2袋

生わか
め軽片
手１杯

大さじ
２杯

大さじ
1.5 杯

＊中茶
碗３杯

小さじ
1.5 杯

私の食
べた量

＊仕事量が多くなった時はご飯の量を増やす、少なくなった時にはご飯の量を減らすことで１日の必要カロリーを調節しましょう。
◎私の食べた量の欄に１日の食べた量を書き込んで見ましょう。食べ過ぎた食品・不足している食品に注意して食べるようにしましょう。

血液検査データと食品（栄養素）の関係
★��胃袋の大きさ、満足を考え
ると、「野菜の量」が大切

★�野菜の食べ過ぎ…胃腸から
の吸収を悪くする

コレステロールの少ない人
やせている人

コレステロールの材料
2/3�糖・脂肪
1/3�コレステロール

細胞の働き・
入れ替えの時に
必要なもの 便の成分

糖・脂の吸収
を阻止する

血圧の低下
Ｎａ排泄を
促す

便　秘
脳卒中
予防

＊血管病

高尿酸

痛　風

余ると

肥　満

高脂血

高血糖

糖尿病

赤血球の中の
血色素の材料

貧　血

大腸癌癌インスリン

　① 血液中の物質名
（100㏄中　単位）

血糖
（ｇ）

中性脂肪
(㎎）

総コレス
テロール
(㎎）

尿酸
（㎎）

総蛋白
アルブミン
（g）

血清鉄
（㎎ )

カルシ
ウム ある ある ある ない ある

　② 栄養素別 重量
ｇ

炭水
化物
ｇ

脂質
ｇ

コレステ
ロール
㎎

総プリン
体
㎎

たんぱく
質
ｇ

鉄
㎎

カルシ
ウム
㎎

☆
マグネ
シウム
㎎

☆
レチノール
（ビタミンA）
㎍

☆
ビタミン
Ｃ
㎎

☆
食物繊維
ｇ

カリウム
㎎

＊＊40 代生活
活動強度Ⅱ

男 320 44〜
56

300 300
70 7.5

600
370 750

100 20〜
25

2000

女 280 39〜
49 60 10.5 280 600 1600

材料
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●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
山室　忠徳　　村上　　万
住吉　壽良　　伊津野洋子
冨永ミエ子　　高倉ツカエ
［一般寄付］
緒方　秋男（軍恩高森支部）
●広報送料寄付（敬称略）
甲斐　　做（茨城県水戸市）
高木恵美子（菊池郡大津町）

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

4月12日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111
4月19日 寺崎内科胃腸科クリニック ℡ 62-0378
4月26日 南郷谷整形外科医院 ℡ 62-3351
4月29日 渡 辺 内 科 ℡ 67-1777
5月 3日 後 藤 医 院 ℡ 67-0019
5月 4日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111
5月 5日 藤 本 医 院 ℡ 67-0020
5月 6日 平 田 医 院 ℡ 62-0216
5月10日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

■4月12日～ 5月10日分

13 Public Information

2009年 2月受付分（敬称略）

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

編 集 後 記
An editorial postscript

［ 住 所 ］
色　見・西　丁
色　見・西　丁
色　見・小倉原
高　森・村　山
色　見・中　園
芹　口・中　村

［ 死 亡 者 ］
山室　フミ
山室ツネ子
村上イツ子
田上　久男
住吉　リン
冨永　文明

［年齢］
89
78
78
94
98
83

［ 御 遺 族 ］
山 室　 忠 徳
山 室　 克 尋
村 上　　 万
田上喜久郎
住 吉　 壽 良
冨永ミエ子

▲

今回の人事異動により、広報担当を離れることになりまし
た。

▲

なにもわからずに広報担当となった平成15年6月1日。
それから5年10ヶ月、自分なりのスタイルで計70号の広
報たかもりを発行しました。お忙しい中にもかかわらず、快く
取材に応じてくださった皆様をはじめ、ご愛読いただいた皆
様、本当にありがとうございました。この場を借りて心からお
礼申し上げます。

▲

広報たかもりが今後ますます発展してい
くことを願い、最後の編集後記とします。−石田昌司

平成21年2月28日現在

の
人
口

人口／７，３３９人（− 4）
男性／３，５０４人（＋ 6）
女性／３，８３５人（−10）
世帯／２，７５６戸（± 0）

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

４月16日～５月15日

おくやみ
もうし
あげます

●4月16日（木）

　友遊クラブ（朋遊館）／13：30～15：30

●4月21日（火）

　3才児健診（高森総合センター）／13：30～15：30

●4月22日（水）

　福寿草の会（草部総合センター）／10：00～14：00

●4月23日（木）

　友遊クラブ（朋遊館）／13：30～15：30

●4月24日（金）

　年金相談（高森総合センター）／10：00～15：00

●4月27日（月）

　役場支払日

●4月28日（火）

　野菊の会（朋遊館）／10：00～14：00

●4月30日（木）

　友遊クラブ（朋遊館）／13：30～15：30

●5月1日（金）

　消防団辞令交付式（高森総合センター）／18：30～

●5月7日（木）

　役場支払日

●5月12日（火）

　身体障がい者相談（芙蓉館）／9：00～12：00

●5月13日（水）

　法律相談（芙蓉館）／13：00～15：00

　土地・建物相談（芙蓉館）／13：00～15：00

●5月15日（金）

　役場支払日
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新酒とふるさとの味まつり

町
の
特
産
品
ず
ら
り
！

　

２
月
14
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
１
か
月
間
開
催
さ
れ
た
「
新
酒
と
ふ

る
さ
と
の
味
ま
つ
り
」。
最
終
日
の
３
月
15
日
に
は
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

で
「
ラ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
酒
と
高
森
の
特
産
品
を

求
め
、
今
年
も
県
内
外
か
ら
約
４
，
０
０
０
人
が
来
場
。
阿
蘇
あ
か
牛
の

丸
焼
き
や
や
ま
め
の
塩
焼
き
、
地
鶏
な
ど
が
出
店
さ
れ
、
ど
の
店
も
行
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
風
鎮
太
鼓
の
演
奏
や
阿

蘇
味
噌
つ
め
放
題
、
熊
本
市
新
町
の
獅
子
舞
も
披
露
さ
れ
、
早
春
の
高
森

は
大
に
ぎ
わ
い
の
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
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